
枢
（
病
伝
論
）

と
解
さ
れ
る
。

の
二
つ
に
簡
潔
直
裁
的
に
分
け
て
考
え
よ
う
と
す
る
と
理
解
し
難
い

も
の
と
な
る
が
、
し
か
し
煩
雑
と
さ
れ
る
素
間
（
標
本
病
伝
）
、
霊

枢
（
病
伝
論
）
の
説
に
従
っ
て
論
ず
れ
ば
む
し
ろ
理
に
適
っ
た
も
の

、
（
関
西
鍼
灸
短
期
大
学
）

⑳
（
南
小
岩
接
骨
院
）

慶
応
四
年
の
戊
辰
戦
争
の
さ
い
、
Ｗ
・
ウ
イ
リ
ス
に
よ
っ
て
、
い

わ
ゆ
る
横
浜
軍
陣
病
院
が
開
設
さ
れ
た
が
、
病
院
の
所
在
地
に
つ
い

て
は
二
説
あ
る
。

即
ち
、
①
野
毛
の
修
文
館
と
洲
干
弁
天
の
仏
語
伝
習
所
、
②
野
毛

の
修
文
館
と
野
毛
山
下
の
太
田
陣
屋
、
の
二
説
で
あ
る
。

①
説
は
、
大
久
保
利
謙
氏
の
指
摘
の
ご
と
く
、
『
横
浜
軍
陣
病
院

の
日
記
』
、
『
復
古
記
』
と
符
合
し
な
い
が
、
そ
の
後
の
各
氏
の
研
究

に
よ
っ
て
も
①
説
を
否
定
す
る
論
拠
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

演
者
は
、
一
九
八
六
年
の
関
西
支
部
春
季
大
会
に
お
い
て
「
横
浜

仏
語
伝
習
所
、
太
田
陣
屋
、
修
文
館
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
発
表
し
た
。

即
ち
、
太
田
陣
屋
と
仏
語
伝
習
所
は
慶
応
元
年
の
伝
習
所
開
校
以

『
横
浜
軍
陣
病
院
の
日
記
』
を
再
読
し
て

中
西
淳
朗
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来
、
同
三
年
の
伝
習
所
江
戸
移
転
ま
で
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
が
、

仏
語
伝
習
所
と
修
文
館
に
つ
い
て
は
、
明
治
四
年
頃
ま
で
関
係
を
認

め
な
い
と
い
う
結
論
を
え
た
。

で
は
、
元
神
奈
川
奉
行
所
役
人
の
太
田
久
好
氏
が
『
横
浜
沿
革

誌
』
（
昭
和
八
年
）
の
編
述
に
さ
い
し
、
な
ぜ
①
説
を
と
っ
た
か
と

い
う
疑
問
を
生
じ
た
。

そ
こ
で
、
昭
和
十
九
年
の
日
本
医
史
学
雑
誌
に
、
明
治
初
年
医
史

料
（
続
）
の
ひ
と
つ
と
し
て
特
掲
さ
れ
た
『
横
浜
軍
陣
病
院
の
日

記
』
を
、
改
め
て
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
疑
問
を
追
求
し
た
。

結
果
と
し
て
、
仏
語
伝
習
所
乃
至
は
語
学
所
と
い
う
字
は
出
て
こ

な
か
っ
た
。
し
か
し
「
慶
応
四
年
閏
四
月
十
七
日
の
病
院
開
設
の
た

め
の
大
総
督
府
の
達
」
か
ら
数
え
て
十
日
目
の
同
月
二
十
六
日
に
、

注
目
す
べ
き
記
事
を
認
め
た
。
即
ち
「
昨
記
二
相
見
候
通
薩
藩
亡
壹

人
当
館
海
岸
へ
船
を
寄
せ
駕
篭
之
儘
船
中
江
入
朝
四
時
過
引
払
候

事
」
と
あ
る
。
前
日
の
記
事
か
ら
死
亡
者
は
薩
州
足
軽
の
原
田
敬
助

と
い
う
者
で
、
江
戸
表
芝
台
町
の
大
円
寺
へ
遺
体
を
運
ぶ
と
い
う
こ

と
が
知
れ
る
。

こ
の
時
期
の
軍
陣
病
院
は
野
毛
山
上
の
修
文
館
の
み
で
あ
り
、
ど

、
、
、
、

う
考
え
て
も
当
館
海
岸
と
い
う
表
現
は
一
致
し
な
い
し
、
ま
た
太
田

陣
屋
と
い
う
野
毛
山
下
の
建
物
が
話
題
に
も
の
ぼ
ら
な
い
時
期
で
も

あ
る
か
ら
、
江
戸
表
よ
り
船
で
か
つ
ぎ
こ
ま
れ
る
負
傷
者
の
受
附
所

は
、
海
岸
ぞ
い
で
あ
れ
ば
最
高
の
場
所
と
い
え
る
。
具
体
的
に
は
洲

、
、

、
、

干
弁
天
社
の
周
辺
に
あ
っ
た
役
宅
の
一
部
が
当
館
で
あ
り
、
海
岸
に

最
も
近
い
役
宅
が
受
附
所
乃
至
事
務
部
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
考
え

る
。

太
田
久
好
氏
は
、
慶
応
四
年
一
月
中
旬
か
ら
二
月
末
ま
で
の
間
、

仏
語
伝
習
所
が
幕
軍
仮
病
院
と
な
っ
て
い
た
事
実
を
、
誤
っ
て
修
文

館
に
つ
な
げ
て
し
ま
っ
た
と
云
っ
て
よ
か
ろ
う
。

で
は
、
こ
の
洲
干
弁
天
社
周
辺
の
岸
壁
に
近
い
役
宅
が
、
い
つ
ま

で
受
附
所
と
し
て
使
用
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
『
日
記
』
に
は
記

さ
れ
て
い
な
い
。

た
だ
し
、
六
月
七
日
の
項
に
は
、
「
左
之
通
病
院
一
統
江
以
廻
文

申
通
諭
候
。
昨
日
ウ
ル
リ
レ
ー
ス
当
館
江
参
り
申
聞
候
一
ス
此
節
諸

手
負
之
者
シ
ャ
ン
ヘ
ー
ン
酒
相
用
居
候
。
右
〈
養
生
二
不
相
成
候
間

己
後
差
止
可
申
候
。
ブ
ラ
ン
デ
ィ
並
サ
ク
ラ
酒
両
酒
之
内
相
用
候
様

申
聞
候
。
付
而
む
今
日
よ
り
シ
ャ
ン
ヘ
ー
ン
酒
之
儀
不
相
渡
筈
、
尚

医
師
頭
取
に
お
ゐ
て
も
申
聞
候
間
此
段
為
承
知
及
布
告
候
。
以
上

六
月
八
日

御
役
番
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ま
た
『
日
記
』
を
読
む
と
、
横
浜
軍
陣
病
院
の
規
模
は
、
修
文

館
、
元
勘
定
役
所
、
太
田
陣
屋
の
伝
習
長
屋
の
順
に
拡
大
し
て
い
っ

た
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
る
。
こ
こ
に
あ
る
元
勘
定
役
所
の
所
在
地

は
未
調
査
だ
が
野
毛
山
周
辺
で
あ
ろ
う
。
こ
の
役
所
が
い
ま
ま
で
注

目
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
こ
こ
に
収
容
さ
れ
て
い
た
二
十
六
名
前
後

の
患
者
か
ら
、
江
戸
へ
移
送
さ
れ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

元
神
奈
川
奉
行
所
役
人
と
は
い
え
、
横
浜
軍
陣
病
院
と
直
接
か
か

わ
り
の
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
太
田
久
好
氏
が
、
維
新
か
ら
六
十
五
年

後
に
「
横
浜
沿
革
誌
』
を
編
述
し
た
点
に
誤
記
を
生
ず
る
原
因
が
あ

こ
れ
は
御
役
番
（
事
務
部
）
が
発
信
し
た
回
覧
布
告
の
写
と
も
い

う
べ
き
記
事
で
、
こ
の
時
期
に
は
病
院
取
締
の
御
役
番
は
太
田
陣
屋

に
お
り
、
も
は
や
洲
干
弁
天
社
周
辺
に
は
受
附
所
も
な
か
っ
た
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。
洲
干
の
受
附
所
は
、
長
く
と
も
太
田
陣
屋
が
使

用
し
始
め
ら
れ
た
五
月
十
一
日
ま
で
の
存
在
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
◎

右
病
院
中
」
と
あ
る
。

当
陣
屋

修
文
館

元
勘
定
役
所

持
廻
り
に
為
致
候
事

っ
た
と
考
え
る
。

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
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